
保育の就職フェア2026開催

（廃棄物計画課　☎328-2359）
家庭ごみの排出量
1人1日あたり

令和8年（7月）　431g(前月比 -10g／目標403g)
（水保全課　☎328-2436）

生活用の水使用量
1人1日あたり

令和8年(8月)　237L(前月比 +5L／目標210L)

　令和８年熊本地震により被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
　地震発生から２カ月が経過しますが、今なお多くの方々がストレスや不安を抱
えながら日々を過ごされています。震災などの大規模災害が発生したとき、人々
の不安や混乱が高まり、人権侵害が起こりやすくなります。インターネット上の
不確かな情報や風評に基づいて被災した方々を不当に扱ったり、偏見や差別を
助長する情報をSNS等で発信したりする行為は、被災した方々の人権を傷つけ
るだけでなく、避難生活や復興の妨げにもなります。
　また、被災した方々は災害直後だけでなく、避難生活の長期化によって心身
の健康や日常生活に大きな影響を受けています。なかでも、高齢者や障がい
者、病人やけが人、心理的な影響を受けやすいこども、ことばの壁のある外国人
など、特別な支援や配慮を必要とする人々は、より深刻な問題を抱えやすい状
況にあります。
　そのため、災害時には被災した方々への理解と配慮を忘れず、お互いに思い
やりの心を持って支援や復興に取り組むことが大切です。

（人権政策課　☎328-2333）

震災等の災害に伴う人権問題
44

熊本市多核連携都市推進協議会

　詳しくは、市ホームぺージまたは都市政策課（☎328-2502）へ

任期　委嘱日から３年
対象　本市に住むか通勤・通学する方
定員　２人以内（書類・面接による選考）

 委  員  募 集

　将来にわたって持続可能で誰もが暮らしやすい「多核連携都市」の実現に
向けて、都市計画の基本方針である「都市マスタープラン（立地適正化計画）」
について議論する協議会の委員を募集します。

フェアトレードセミナー

【講演会】寄り添うために
「寄り添わない」支援とは

【講座】消費者セミナー
「イキイキとした暮らしはお口から
～口の健康の大切さと
毎日のオーラルケア～」

お知らせ掲示板 9

くまもと市政だよりへの広告を募集中。販売代理店の株式会社ジチタイアド（☎092-716-1401）へ。※広告内容などは本市が推奨するものではありません。

講演会・相談会

話またはホームページで流通
情報会館（☎377-2091）へ
（商業金融課　☎328-2424）

「熊本元気塾」の聴講生募集

保育士・福祉の分野の
無料職業相談会

【講習会】熊本市ＩＣＴ施工技術
はじめの一歩体験会

市ホームページ 申し込み

　本市のCO₂排出量のうち、運輸部門（人
や物の移動に伴う排出）が約35％を占め
ており、最も大きな割合となっています。
移動手段を見直すことは、地球温暖化対
策につながる大切な取り組みです。
　できることから無理なく始めて、環境
にやさしい移動を心がけましょう。
【取り組み例】
・自家用車の利用を減らし、公共交通機
関や自転車を積極的に利用しましょう。
・エコドライブを実践したり、環境性能
の高い自動車（エコカー）への乗り換え
を検討したりしましょう。
他の取り組みは環境省ホーム
ページへ。

(脱炭素戦略課　☎328-2355) 

移動の見直しがCO₂削減の第一歩

高年齢者無料
職業相談コーナー

しごと・経済
【震災復興応援 合同企業説明会】
みんなのためのしごと説明会

漫画家・高浜寛さん講演会


